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10月18日(土)青空の下、城北っ子まつりが行われました。当
日まで保護者が中心となり実行委員会で準備を進め、多くの子
ども達、保護者、地域のみなさんが来場し、大いに盛り上がりま
した。
「以前は城北小でもまつりがあったはずだが、ここ10年来は見
たことがない。」という話から、今年、城北小学校130周年の節
目におまつりを開催してはどうかということになりました。また、
現在準備会として活動している「城北小学校区まちづくり協議
会」としても、地域のみなさんが集い、楽しみ、よりよい地域づく
りにつながるようなイベントとなればいいのではないかということ
から城北っ子まつりの開催に向けて、それぞれが準備を進めて
きました。
当日は、ステージ、出店に多くの保護者、地域のみなさん、ス
ポーツ少年団関係者等が関わる姿があり、来場者のみなさんか
らも、「地域の手作りのおまつりという感じでいいですね。」とい
う感想も聞かれました。

計画して実行する力をつけさせたいと考えています。

10月５日（日）に、「第20回やる気・元気旗頭フェスタｉｎな
は」が沖縄セルラースタジアム那覇で開催されました。市
内３３校の小中学生らが参加しました。
本校からも１～６年生児童15名と久場川町青年会の指
導者のみなさん、本校職員が一緒に参加し、勇壮なかけ
声に合わせて青空に旗頭を掲げ、ガーエーでにぎやかに
演舞しました。旗頭の取組は、地域の伝統を継承し、地域
を愛する心を育む取組の一つとして、大きな役割を担って

います。旗に書かれている文字「大翔 城北っ子」
も子ども達の大きな飛躍と成長を願う周りの人々の愛情
と、希望に燃える子ども達の心を表現しています。
これからも、家庭や地域と連携して、未来ある次世代を
担う城北っ子を育んでいきます。
先日開催された城北っ子まつりでも演舞しました。また
11月3日の首里王朝祭りでも披露する予定です。

10月20日(月)に２学期の始業式を行い、２学期がスタート
しました。
始業式では児童を代表して３年生、５年生の児童が２学期
の抱負を述べました。それぞれの児童が２学期に頑張りたい
ことについて、１学期の反省を生かして、あるいは２学期の行
事を見通して発表しました。２学期スタートにあたり、やる気
に満ちた姿はとても立派でした。発表の一部を紹介します。

・勉強では知恵を出すことを大切にしたい。
・漢字の学習では筆順など気をつけて練習したい。
・運動会では心を一つにして頑張りたい。
・運動会では地域の先生に習った空手をがんばりたい。
・考えて行動する「考動」をもっと頑張りたい。
・運動会、音楽発表会にむけて練習、努力を重ね、心に余裕
が持てるようしたい。

城北っ子の成長のために、学校、家庭、地域が一体となって
取り組んでまいります。2学期も引き続き、本校教育活動に
ご理解、ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

10月12日(日)に第５５回那覇大綱挽が開催され、首里の旗頭を
応援するチンク隊（ボラ、太鼓、旗で応援）として、城北小児童20
名が参加しました。首里を代表して最後まで元気に応援しました。
地域伝統の継承者として貴重な経験になったことと思います。

国際通りで旗頭を応援 綱挽本番前に集合写真

お店はどこも大繁盛 赤平町、久場川町、城北小の旗

地域の皆さんも物品販売 石嶺町伝統エイサー会

まちづくり協議会のブース ステージ部門


